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戸口通信の統合による気疲れしないSNSの提案

住吉 健太 齊藤 義仰 村山 優子∗

概要. SNSを利用するにあたり，フォーマルなコミュニケーションによって引き起こされる SNS疲れが
問題になっている．本研究では気疲れしない SNSを実現するため，戸を介してインフォーマルなWeb空間
とフォーマルなWeb空間を容易に切り替え可能とする戸口 SNSを実現することを目的とする．戸口 SNS

は，先行研究の戸口ブラウザと戸口伝言板，戸下通信を統合した SNSである．本稿では，戸口 SNSを実現
するため，戸口通信システムをWebアプリケーションとして統合し，プロトタイプシステムの実装を行っ
た内容について報告する．

1 はじめに

近年，FacebookやTwitter，mixi等のSNS利用
者が増えてきた．日本における SNS利用者は数千万
人に及ぶ [1]．SNSは気軽なコミュニケーションを
行うことが出来るWeb空間であった．しかし，職場
や学校等のフォーマルな人間関係が持ち込まれるこ
とにより，気軽なコミュニケーションが出来ず，気
疲れを起こし，SNS疲れ [2, 3]の原因の１つになっ
ている．
そこで我々は，この SNS疲れを解決するため，利

用者が，インフォーマルなWeb空間とフォーマル
なWeb空間を任意に切り替えることで，気疲れし
ない SNSを提案する．本研究では，先行研究である
戸口通信を用いて，気疲れしない SNSを実現する．

2 戸口通信

我々はこれまで，戸を介して行われるコミュニケー
ションを「戸口通信」と定義し，ネットワーク上で
戸口通信を実現してきた．戸口通信には，戸の前に
設置された伝言板を用いてコミュニケーションを行
う「戸口伝言板」[4]，戸の下から部屋の中へ書類を
差し込む「戸下通信」[5]，Webページを部屋と見
立て，訪問者同士でコミュニケーションを行う「戸
口ブラウザ」[6]が存在する．

SNS疲れは，インフォーマルなWeb空間とフォー
マルなWeb空間を任意に切り替えることが出来な
いため生じる．戸口通信は，インフォーマルとフォー
マルのコミュニケーションを行うWeb空間として
利用される．そこで，我々は，戸口通信システムを
統合し，SNSとして機能するようにした．さらに，
インフォーマルなWeb空間とフォーマルなWeb空
間の間を，戸を介して任意に切り替えるようにし，
気疲れしない SNSを実現する．
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図 1. 提案モデル

3 戸口 SNS

気疲れしないSNSを実現するために，インフォー
マルなWeb空間とフォーマルなWeb空間を任意に
切り替える戸口 SNSのモデルを提案する．提案モ
デルを図 1に示す．
提案モデルでは，戸口SNS利用者に戸口通信シス

テムを統合した環境を提供する．戸口 SNSでは，他
の利用者を視覚的に認識でき，コミュニケーション
を取る事が出来る．しかし，この環境だけでは，利用
者間の関係により，随時インフォーマルとフォーマ
ルが切り替わり，利用者が気疲れする可能性がある．
そこで，現実世界の戸における他の空間への入り

口という概念を戸口統合環境に導入し，インフォー
マルな空間とフォーマルな空間を任意に利用者が切
り替える事が出来る，戸口 SNSモデルを提案する．
これにより，利用者はフォーマルな空間で気疲れす
る前にインフォーマルな部屋に移動する事で気疲れ
することを防ぐことが出来る．

4 実装

提案モデルに基づき，戸口 SNSのプロトタイプ
システムを実装した．今回は各戸口アプロケーショ
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図 2. システム構成

図 3. 戸口ブラウザ

ンを統合するため，それぞれをモジュール単位で実
装し，連携出来るようにした．プロトタイプシステ
ムは Ruby1.9 とWeb 開発フレームワークである
Padrino0.10を用いてWebアプリケーションとし
て開発し，HTML5に対応した全てのブラウザから
利用出来るようにした．本システムは，戸口通信シ
ステムを提供する戸口 SNSサーバと利用者のWeb
ブラウザによって構成される．システム構成図を図
2に示す．戸口 SNSで提供される機能は，戸下通信
(図 5)，戸口伝言板 (図 4)，戸口ブラウザ (図 3)の
３種類からなる．
まず利用者が，戸口ブラウザ機能に閲覧したい

Webページを要求し，サーバは要求されたWepペー
ジのデータと，そのWebページを閲覧中の他の利
用者の名前を返す．利用者のブラウザには戸口ブラ
ウザ機能から送られてきたWebページと他の利用
者のアイコンと名前を描画し，他の利用者がWeb
ページを移動する事でアイコンが増減する．また，
戸口 SNSには戸が配置されており，戸口 SNSの利
用者のWebページに表示される戸には伝言板と戸
下通信の機能がある．伝言板をクリックすることで
利用者は伝言板に手書きのメッセージを他の利用者
へ残し，他の利用者からのメッセージを読む事が出
来る．また，利用者は戸の下の矢印をクリックする
ことでファイルの送信を行う．送信したファイルは
戸の先のWeb空間で受信することが出来る．

図 4. 戸口伝言板

図 5. 戸下通信

5 おわりに

本研究では戸を介してインフォーマルなWeb空
間とフォーマルなWeb空間を任意に切り替えるこ
とで，気疲れしない SNSを提案した．今後は，今回
実装したシステム上で，インフォーマルなWeb空
間やフォーマルなWeb空間への戸を利用者の人間
関係を考慮して提示出来るようにしたい．
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